
平成30年7 月豪雨による土砂災害緊急調査報告
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一 k
 
D

 

2

 

N
0

n-

.: 土砂移動範囲
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〇：雨量観測地点

•土砂移動判読範囲は呉市（島嶼部除く）
および安芸郡坂町
·PASCOによる原図に加筆
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野呂川ダム観測所（広島県）

7月 4日 7月 5日

63 mm/h (6日Zl時）

7月 6日

m/h(7日5時）

7月 7日

653mm 

7月 8日

2018年7月4日から8日までの降雨概況

特徴：多量の降雨＋高降雨強度(2つのピーク）

7月6 日夕刻から7 日の朝方にかけて土砂災害が発生
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呉市安浦町市原地区

災害前後の比較結果
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呉市安浦町市原地区 渓諒府0)1晏頂刹犬汐2. c20-i s年8月1巳調査）

侵食後
渓流

� 鼻

約3m

渓床幅6m, 深さ4m
岩塊は流紋岩 ． 長径2m程度
過去の土石流堆積物が3m程度下方慢食

渓流には崖錐堆積物や土石流堆積物が分布
土石流が通過後，さらに2m程度下方侵食
渓床には岩盤（流紋岩）が露出

呉市安浦町市原地区の被害状況 (2018年8月1日調盃）
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1 大量の土砂が川 ・ 道路を埋塞 I 
広島県呉市天応西条地区

0平成30年7月豪雨により発生した土砂が、

県道等に2m以上堆積

被災前イメ ー ジ 被災後状況写真

現地調査結果から

平成30年7月豪雨の特徴：多量の降雨＋高降雨強度

＇ 
土砂移動現象

表層崩壊は尾根に近い位置から発生。

滑落崖の上部斜面に地表流の痕跡なし。
地下水の噴き出し。

非常に緩い傾斜地でも表層崩壊•土石流が発生。
流下幅の広いものも目立つ。

多量の水を含む土石流・土砂流等による被害
範囲の拡大。
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過去の土砂災害との比較（呉半島）

昭和42年呉災害
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広島県の原図を基に作成
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三浦ら（応用地質， Vol.40 No.6 p.316-321,1999)を基
に作成

呉気象台の降雨データ

平成30年7月豪雨災害
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最大時間雨量 74.7 mm/h
累加雨量 343.5 mm

最大時間雨量 69.5mm/h
累加雨量 286.5mm

最大時間雨量 51.5mm/h
累加雨量 470.5mm
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土壌雨量指数
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平成30年7月豪雨災害

709年

2010 

土壌雨量指数十 1 時間積算雨量
（現行のフレームに準拠）

1930 1940 1950 1960 

2591年

1970 1980 1990 

625年

2000 2010 

1200年

土壌雨量指数の確率年および現行のフレームに準拠した確率年指標の各年最大値

(1921年 ~2018年7月14日）
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現地調査＋過去の土砂災害

・昭和42年呉災害の土砂移動範囲と比較して，
現行の降雨指標から説明可能

•平成11年広島災害（崖崩れ多発）と比較して
現行の降雨指標のフレームだけでは説明が難しい？
崩壊履歴を考慮すれば説明は可能？

暴
降雨特性（誘因）と場の特性（素因）の違いに応じた土砂移動
現象についての詳細な検討が必要

暴
気候変動および場の変動に対応した土砂災害対策
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